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要皆
グローノ勺レイヒする世界で活躍する人材を育てることは大学に課せられた使命の一つで、
あることを否定する人はいないだろう。そのためには、雷語的・文化的な違いを乗り
越えて、留学生と日本入学生がいっしょに何かを作り出すこと(箕涼，2000)が有効な
活動だと考えられる。本稿では、佐賀大学留学生センターが2011年度後期に主権した
留学生日本入学生交流プレゼンテ」ションプロジェクトf佐大を外から眺めてみたらJ
について報告し、さらに、本プロジェクト発展のために、プロジェクト担当教員の気
づきを記す。
Eキーワ一月
間際交流、異文化理解、プレゼンテーション、国捺的人材育成、相互理解
1胴はじめに
留学生と日本入学生がともに同じ場に産り、話し合いやプロジェクトワークを行う
授業や活融が、すでに多くの大学で行われている。留学生の日本語コミュニケーショ
ン能力や日本理解を促進することを主な罰的とするもの(原沢，2009、石原，2010、埋
橋，2006)や、留学生を学内に存在する貴重なリソースとみなし、留学生のみならず、
日本入学生も異文化(日本)を理解し、国際化に対応する訓練を行おう(花見，2006、
末松・阿栄，2008)とする実践はその併である。また、活動の実施方法も、日本事構ク
ラスを使ったもの(足立，2008)、既存の留学生用クラスに日本人学生がボランティア
として入るもの(名嶋，2006)、チューター制度を活用したもの(鶴岡，2008、高IJ問，2011)
など(問問、奥村{也2006)、各大学の事慣に合わせた工夫が凝らされている。
このように留学生と日本入学生の交流を盛んにしようとする背景には、企業がます
?
?
?
?
ます多国籍化していることや、国内のいたるところで外国人労働者をみかけるように
なった日本社会の国際化があるだろう(鈴木、八代、吉田，2009)。日本社会全体が多
層的に菌際化していく中で、 f人種、鹿籍、言語、文化、性別の差異にとらわれず、他
者の藍面する問題を理解し、また自らの価値観や社会観を関い産すことで見識を広め、
多角的な読点で問題解決への方策を考察して実特できるグローパノレで柔軟な考察力を
もっ人物J(末松・阿栄、前傾論文)を育成するための活動がますます大学に求められ
るようになっている。
しかし、そのような活動をデザインする際に肝要なのは、その活動が単に百本入学
生と留学生の接触が、「かなりの軽度に均一に呂本文化を身につけている日本人が、い
かにして異文化を理解するか、より具体的には、文化の異なる人々をホスピタジティ
をもって受け入れるか(近藤， 1998) Jの司iI練に終始してはいけないということである。
「留学生をわれわれと分離した対象であるかのように研究したり、処遇したりするの
ではなく、共同で何かを作り出し、共にある(共生)J存在として遇することで、 rf也
者と出会うことで自分が変わり、 fわたしたち感覚J(箕原，2000)Jを生むような仕掛
けを作ることが求められる。それによってこそ、留学生、日本入学生を問わず、国際
化時代にふさわしい人材を育成できるのではないだろうか。
本センターでも「国際シンポジウムjをはじめ、多くの交流事業を行ってきたが、
参加学生が眼られる、各摺文化紹介から発展しないなどの問題が見られるようになり、
リニューアルする必要が出てきた。本稿では、 f国際シンポジウムjをリニューア/レし
て行われた f留学生・日本入学生交流プレゼンテーションプロジェクト一位大を外か
ら眺めてみたらJを紹介する。
2.留学生と自本入学生のプロジェクトワーク
新たな企留を立ち上げるにあたって留意したのは、第一に、留学生や日本入学生を
いわゆる fお客さんJとして大学側がもてなし、満足度を聞くのではなく、留学生も
日本入学生も、佐賀大学の一員として主体的に罷われる企躍とするということであっ
た。第二に、富学生、日本入学生を需わず、グループ内で意見のすり合わせをしなけ
ればならないような仕掛けを作ることであった。単に何かについて話し合うのではな
く、違いが認識されたり、葛藤が生じても、それを乗り越えざるを得なくなるような
課題設定が求められた。第三に、 1日か213だけ集まって完結する形のプロジェクト
? ??
?
ワークではなく、伺週間かかけて、長期に課題に向き合い、話し合うことで、グルー
プとしての文化が醸成され、「わたしたちの感覚jが作り出されることを詞指した。さ
らにそのことが、プロジェクト中やプロジェクト終了後の交流の継続に続くのではな
いかと期待した。
そのため、 f佐賀大学jをトピックに、大学生活の上で感じた fこうしたらいいのにJ
「ここはなぜこうなのだろうJといった疑問点や不便を感じた点を話し合い、その原
因を調査し、具体的な対案を提案する発表会を企画することになった。
具体的な対案を示すという自擦を課すことで、不満を述べるだけではなく、なぜそ
うなっているのか原因を調査したり、具体的な対案を練ることで、佐賀大学や日本社
会のことをより深く知ることができるのではないかと考えた。また、正規科目ではな
いため、継続的な交流を維持できるように、参加者が集まりやすい平日の遅い時聞に
fグループワークの時期Jを設定して、グループが集まって作業できる時陪と教室を
確保した。さらに、その時聞には、担当教員が教室に常在するようにした。
ポスターを作成し(付録1参照)、後期開始時に学内掲示核や留学生センター師、
永住などで参加者を募集した。また、智学生交流室などで個人的に声かけをして参加
を呼びかけた。留学生・日本入学生合わせて20名程度の参加を予想した。
応募申し込み用紙には、 f他の人といっしょに何かを作ったり、活動したりしたこと
はありますか。どんな活動で何が面白かったですかj という自由記述項目を作り、名
人の共同的な活動経験の有無とそれに対する感想を開いた(付録2参照)。
3週間報度の掲示の後、日本入学生8名、留学生9名の参加があった(後に、日本
入学生2名、留学生1名が参加する)。
この 17名について、日本人と留学生がほぼ均等になるように、また、共同的な活動
に対する感想から、積極的に活動した経験のある学生が、どのグループにも入るよう
にグループ分けを担当教員が行い、 5チームを編成した。
参加者の属性は、以下のようである。
日本人学生似飢入、女4入) I留学生似加入、女6人)
4年生7入、 2年生1入、 1年生2人(文 i学部学生4人(文系学部3入、理系学部
系学部9入、理系学部1人) I 1人)、短期留学生6人(文系学部6)
表 1 参加者の属性一覧
????
3.実践
3ぺ発表準鶴
以下の表に、各週で、行った実践について記す。
第1回のアイス・ブレーキングでは、 fダウトj と「共同椅子取りゲームj (ジエイ
コブズ他，2005)を行い、その後、グツレープメンバーの発表を行った。そして各グルー
プごとに分かれで、連絡先の交換やグ、ノレーブワークの時間に来られない場合の代替日
の設定などが行われた。今後の集合スケジューノレを確認して、この臼は終了した。
この日以降、全体が揃って何かをするのは、第4週の中時報告会までなかったが、
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表 2 各調ごとに設当教員が設定したゴール
教師保IJが設定したその避のゴーノレ
第 1週 参加者顔合わせ、アイスプレーキング
第2週 各グループによるテーマ報告
第3週 各グループによる調査(集合なし)
第4逓 中関報告会
第5溜 各グループによる PPT作り(集合なし)
第6週 PPTのチェック(第 l屈)
第7週 各グ、ノレー プによる PPT作り(集会なし)
第8週 最終チェック
第9週 発表会
について発表し、どの程度まで調査や改善策の立案ができ
ているのかを発表した。図らずも 5チーム中3チームが留
学生と日本入学生の交流を促進するため仕掛け作りを提案
することとなった。この点について、担当教員は調整を行
わなかった。
第6適のパワーポイントのチェックは、各グノレーフ。が担
当教員と個別に時間を設定して行われた。
第8週の最終チェックでは、実際に発表会に使う教室で 第 1回のミーティング
。 。?
?
各グループが発表を行った。声の大きさやパワーポイントの文字の大きさ、言葉遣い、
内容を提示するI1嬰番などについて、担当教員二人がコメントをした。
3-2 発表
第9適自のグ、ノレー プワー クの時間に、100
人程度が入る教室で、理事、留学生センタ
ー長、副センター長、センター専任教員、
他学部の留学生センター運営委員の教員、
留学生センターの教員を審査委員に通え、
発表会を行った。また、当日会場を訪れた
学生にも投票権が与えられ、その合計が 1
票として数えられた。
発表1農は以下の通りである。
発表の様子
グソレー フ。名 発表題岳
佐大Facebook f交流の活性化にむけて一留学生と日本入学生を対象にJ
ノ〈ナナ 「佐大BBSを始めよう-share the informationJ 
かばやき 「層際交流盛んな住賀大学を呂指してj
擦の呂 「図書館の騒音公害一留学生の声からj
イノレトコ 「佐賀大学の自転車マナーを改善しようj
グーソレー プ 10分、質疑応答5分で発表が
行われた。参加した教員たちからも、学生
からも活発な質問があった。
審査には、各審査委員は「内容Jiプレゼ
ンテーションJiチームワークJという三つ
の基準が用いられ、 3点満点で、各基準につ
いて評価を行った。また、フロアの聴衆は、
一番良かったと思うグ、ループを投票した。
表 3 グループ別発表題
理事から賀状をもらう
? ?
?
?
?
審査の結果、グ〉レープ「謄の目jが最鐙秀賞に輝き¥グループ f佐大FacebookJが
留学生センター長賞、グノレ…プ fバナナjがGoodPresenta討on繋、グ、ノレー プ fかばや
きjがチー ムワー ク賞、グ、ノレー プ「イノレトコjがアイディア賞を受賞した。理事から
賞状と記念品の贈呈のあと、講評があった。その後、茶話会を催して各グループの労
をねぎらった。
4.成累と見えてきた課題
本プロジェクトは単位がないプロジェクトであった。そのため、国際交流に興味の
ある学生や、グループワークに拒苔惑がない学生たちが参加してくれた。多くの場合、
学生たちは自主的に集合し、話し合い、問題を解決していた。その点を考えればプロ
ジzクトの運営自体は、かなりスムーズだったと言える。しかし、全体を按り返って
みれば、いくつかの課題が見えてきた。
4-1 参加者
一つは、日本入学生の参加についてで、ある。参加した 10名のお本入学生のうち8名
までが4年生で、あった。卒業論文の作成で忙しいにもかかわらず、途中で放棄する
生はいなかったが、時間調整に苦労している様子で、あった。 4年生以外のメンバーが
「グループワークの時間jに集まり、作業をするなど、 4年生以外のメンバーの負担
が大きかったグループもあった。 4年生が参加する場合、参加形態を考えることは、
今後の課題である。その際、 3年生の後期には本格化する就職活動との関係は無視で
きないだろう。
また 10名中、 5名は、他の留学生との活動にも参加している学生で、あった。新しい
日本人参加者を獲得することに課題が残った。
しかしながら、留学経験者などが口コミで他の参加者を連れてきてくれるなど、国
際交流に興味のある学生の掘り起しは一定程度成功したのではないか。
1 発表内容の1O1Jを示す。最鐙秀賞に輝いた fJl撃の自jは佐賀大学図書館で関こえる騒音に
ついて調査した。留学生にとってもっとも関題だったのは、思議事掠横にあるテニスコ}トから
関こえる部活の掛け声で、恐怖を覚える学生もいたほどだったが、意外にもその掛け声は民本
入学生iこは騒音とはあまり認識されていなかった。佐賀大学内にある留学生の不便を改善しよ
うとした試みが、国らずも騒音に対する文化差を示すことになった。
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4-2 ファシリデートの静態
グループワークは、上述したように、比較的参加者のモチベーションが高く、スム
ーズに進んだといえるが、しかし、担当教員の介入がまったく必要ないというわけで
はなかった。
佐賀大学の大学生活の中で、普段、不便に感じていることをテーマに決め、改善案
を提案するための龍査をしてみると、意外にもその不便さは、非常に限られた人のみ
感じていることがわかり、テーマの変更、改善案の提案に苦労するグループもあった。
そのようなグループに対しては、発表までに至るまでに、担当教員やその場に麗合わ
せたプロジェクト参加者が、いっしょにディスカッションする必要があった。
また、いくつかのグループは、「グループワークの時間jではなく、控当教員と個別
に面接をして、作業の進行状況を報告してくれたが、その際、報告に来てくれたメン
バーの口ぶりから、メンバー関の投割分担、ゴーノレ設定の不一致、ゴーノレ歪るまでの
道筋の不一致、プレゼンテーションの仕方の不一致などが掲われた。
グループメンバー関の葛藤が推察されたグ、ループに対しては、担当教員は、メンバ
一一人ひとりに、本プロジェクトの意図を再度説明したり、企業で「企調書jを作成
する際のフォーマットを示したり、メンバー内での役割分担を考えることなどを提案
したりした。
これらの問題は、留学生と日本入学生という大きく異なる文化的背景を持っている
学生関に限って生じる開題とはいえないだろう。今後の本フ。ロジェクトの発展を考え
ると、参加者のグループワークの経験や異文化体験への積能性は、グループワークの
進行、言言い換えると、葛藤や問題を乗り越えることにどのように関わっていくのか、
なんらかの調査が求められるだろう。
4-3 譲り返りの必要性
発表会を12月末に設定したこと、卒業論文を抱えている4年生が多かったことなど
から、振り返りの時需を持つことができなかった。上述したグルーフ。ワーク中に起こ
った問題や成果を含めて擦り返ることによって、文化的に大きく異なるメンバーが何
かを作り出すという体験が、本プロジェクト参加者の心の中に一定の位震を占めるよ
うになることが期待される。つまり、一過性のお祭り体験に終わるのではなく、その
体験を振り返ることによって、モヤモヤした情動や葛藤を学びに昇華する必要がある
-61 
ということだ。
この振り返りの欠如は、本プロジェクトの担当教員として、非常に反省すべき点で
ある。企画段措から、この接り返りを含めたスケジュー/レを作る必要があるのではな
いか。そこまで学生を拘束するためには、単位化などの措置が必要となってくるだろ
フ。
4-4 参加者同士のつながり
プロジェクトのために集まる以外に、学外に行楽に出かけるなど、グループ内で、自
発的に交流を深めているグループも見られた。また、多くの参加者が、本プロジェク
ト中にネットの SNS上の友人になっていた。
上に述べたように、 fわたしたち感覚jが交流の継続につながることを期待していた
が、その成果については、十分検討できなかった。
一方、 fグループワークの時間jに観察されたこととして、上級生の留学経験者が、
未経験の日本入学生の下級生に留学体験を話すなど、留学体験の継承という意味が見
出せた。
まとめ
本稿では、佐賀大学留学生センタ…が主催した「留学生・日本入学生交流プレゼン
テーションプロジェクト佐大を外から眺めてみたらjの報告を行った。それとともに、
留学生と日本入学生双方にとって、より有益な活動にするための方策について、担当
教員の気づきを記した。
日本社会のみならず、世界中で、言葉の壁や文化の躍が今後ますます簿くなり、人
の移動が活発化することに異論を唱える人はいないだろう。そのような世界で活躍で
きる人材を育成するために、大学は何をするべきなのか、何ができるのかを今後も考
えていきたい。
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(*住賀大学留学生センター准教授)
(村佐賀大学留学生センター講師)
(付録 1) 
間
関臨してみ設せんか富
{左翼大学ってどんな大学?
佐大の隠れた良いところやこれからの課
題を、日本入学生と留学生が一緒になって
調べ、改善案などを発表するブ口ジ工クト
です。
最終発表会は12月21自に行われ、
優秀グループには藍が与えもれます。
参加資格:
@佐賀大学の学生
ミーチィング
闘10月初日--12FJ 21日までの、水曜日
原則5時間呂 (16:20--)。
申し込み:
. 10月24日(月)までに国際課へ
問い合わせ.
留学生センター中山 ，@cc.saga-u.acJP (0952開
留学生センター吉JI @cc.saga-u.acJP (0952-
??
??
???
??????、???????
? ?
? ? ? ?
? ? ?
??
留学生・日本入学生交流プレゼンテーションプロジェクト
(付録2)
参加申込書
Applicatio口
申込日: 月
?
ふりがな
1 名前. -t:;? tコ
2 学籍番号:
3 所震学部/研究科: 学年:
4 易分: 口大学院生 Graduatestudent 
口研費生 Researchstudent 
口SPACE
口学部生 Undergraduatestudent 
口科白等履{多生 Auditingstudent 
口特別聴講生 Specialauditor 
5 国籍: 年齢: 性別:口女口男
6 霊童話番号: 正胤mail
7 留学生の人のみ答えてください。
日本語と英語のレベル
日本語
? ?? ??
9 10月26日から 12月21日までの水曜日の5時間自のミーティングすべてに
参加できますか?
口はい 口いいえ(ダメな由、理由〉
10今まで他の人といっしょに伺かを作っ疋り、活動しだりしだことはありますか?
どんな活動で、倒が面白かつだですか?
